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泌乳と繁殖成績に及ぼす乾乳後期の 要求量 ％給与の効果TDN 130

吉原 由実子 竹下 幸広 多久和 正

ホルスタイン種 頭を用いて、乾乳後期から分娩までおよび分娩後 週間を試験期間とし、日本要 約 10 10

飼養標準乳牛に示されている乾乳後期のＴＤＮ要求量を給与する区（標準区）、および ％を給与する区（高130

区）の２区を設定した。分娩後の給与飼料内容は同一とし、体重およびボディコンディションスコア（ ）の推BCS

移、栄養摂取状況、泌乳成績、血中 濃度および繁殖性を調査した。NEFA

分娩前の乾物、ＣＰ摂取量に差は無かったが、ＴＤＮ摂取量は高区が有意に高かった。分娩後の乾物、ＣＰ、

ＴＤＮ摂取量に差は認められなかった。

また、血中 濃度、泌乳成績および繁殖成績は両区に差はなかった。NEFA

以上のことから、乾乳後期に日本飼養標準・乳牛の 要求量 ％を給与しても、血中 濃度の改TDN 130 NEFA

善や泌乳成績および繁殖成績を向上させる明確な効果がなかったことから、 の給与水準は日本飼養標準TDN

・乳牛で示されている要求量を確保すれば問題はないと考えられた。

乳牛 乾乳後期 ＴＤＮ要求量 ％キーワード： 130
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乾乳牛のエネルギー要求量は分娩が近くなるにつ

れ、胎児の成長と維持、乳腺の成長などによりその要求

量が増す 。また、乾乳後期 週間の乾物摂取量は11 ） 3

著しく減少することが報告されている 。乾乳後期のエ
6 ）

ネルギー要求量の増加と乾物摂取量の低下が重なる

と、乳牛のエネルギー代謝は負の状態になり、体脂肪

が動員され、血中の遊離脂肪酸（ ）濃度の上昇NEFA

が起こる。血中の の濃度が増えるにしたがっNEFA

て、肝臓の中性脂肪含量が増加し、脂肪肝を発症する

。また、乾乳後期の血中 濃度の上昇により4 7、 ） NEFA

難産、胎盤停滞、ケトーシス、第四胃変位などの周産期

疾病の発生率が高まると報告されている 。2 ）

そこで本研究では、乾乳後期の３週間に栄養濃度の

高い飼料を給与し、 摂取量を増加させた場合の、TDN

血中 濃度や分娩後の泌乳性、繁殖成績などのNEFA

生産性に及ぼす効果を検討した。

材料および方法

試験牛は、場内飼養ホルスタイン種雌牛 頭を２つ10

の試験区に各 頭配置した。各区 頭のうち２頭は初5 5

産牛、残り 頭は泌乳能力がほぼ同等な経産牛を配置3

した。試験期間は分娩予定日の 週間前から分娩後3

週間までとし、分娩予定日の 週間前から分娩まで10 3

を乾乳後期、分娩後を泌乳期とした。

試験区は乾乳後期に、混合飼料（ ）の 濃TMR TDN

度を日本飼養標準・乳牛 に示されている乾乳後期の12 ）

要求量を給与する標準区と要求量の ％を給与する130
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飼料名 泌乳期

標準区 高区

配合飼料 11.7 13.6 6.0

コーングルテンフィード 0.1 0.1 0.1

綿実 4.4 3.8 9.4

ビートパルプ 7.7 6.5 8.9

コーンフレーク 7.5 17.4 17.2

コーングルテンミール 0.3 0.1 0.5

圧片大麦 － － 6.7

脂肪酸カルシウム － － 0.5

第2りん酸カルシウム － － 0.2

炭酸ｶﾙｼｳﾑ 0.9 0.8 －

硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 1.4 1.2 －

塩化ｶﾙｼｳﾑ 1.4 1.2 －

チモシー乾草 43.1 36.9 14.0

ルーサン乾草 21.5 18.4 36.5

表1　　TMR配合割合（DM％）

乾乳後期

乾乳前期 泌乳期

標準区 高区

TDN 60.0 66.7 69.9 72.7

CP 11.2 12.9 12.7 15.0

UIP/CP 40.8 40.3 41.5 40.0

NDF 57.5 47.2 42.6 38.8

EE 2.9 3.1 3.3 4.8

Ca 0.5 1.28 1.21 0.66

P 0.2 0.31 0.33 0.35

 表2　給与飼料の成分値（DM％）

乾乳後期
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高区の 区を設定し、分娩後には両区とも同じ泌乳期2

用 を給与した。それぞれの供試飼料の配合割TMR

合、成分値は表 および に示すとおりで自由採食と1 2

した。搾乳は 日 回、朝 時と夕 時の不等間隔と1 2 7 4

した。

体重は試験期間中、毎週測定した。 はBCS

らの方法 で、試験期間中毎週測定した。飼Wildman 1)

料摂取量は残飼量を毎日 時に計量し、給与量から差9

し引いた量とした。

日乳量は当日の夕と翌日の朝の搾乳量を合計したも

のを、週毎に集計し、その週の平均日乳量で表した。乳

成分は乳脂率、乳蛋白質率については週 回採血日1

の前日の夕と当日の朝に生乳をサンプリングし、乳量加

重平均により求めた。

血清生化学的検査は、分娩予定日の 週間前から3

分娩後 週まで、毎週１回、午前 時に頚静脈より採10 9

血し、血清を分離後、 を測定した。NEFA

繁殖検査は、分娩後週 回の採血を実施し、時間分1

解蛍光免疫測定により血漿中のプロジェステロン濃度

を測定した。また、毎週採血の翌日に卵巣の動態を超

音波画像診断装置（アロカ社 ）を用いて観察しSSD500

た。これらの成績と毎日の行動観察および授精記録か

ら、初回排卵までの日数、初回発情までの日数、初回

授精までの日数、受胎までの日数および授精回数を調

査した。

統計処理は対応のないｔ検定により行った。

結 果

分娩 週間前の試験開始時の平均体重は、標準区3

が ± 、高区が ± であった。775.0 95.0kg 755.4 78.5kg

その後、両区とも体重は横這いで推移し、分娩前 週1

目の体重平均は標準区が ± 、高区が781.4 91.1kg

± であり、乾乳後期の体重に差は認めら757.6 85.2kg

れなかった（図 、表 ）。1 3

分娩後 週目の平均体重は標準区が ±1 680.2

であり、その後、 週目、まで減少し（ ±85.4kg 6 659.8

）、それ以降は試験終了時まで漸増傾向で推移82.4kg

した（図 ）。一方、高区は分娩後 週目の体重平均が1 1

± で、その後 週目まで減少し（ ±673.2 83.2kg 7 628.6

）、試験終了時まで漸増傾向で推移した（図72.9kg

）。泌乳期 週間の平均体重は標準区が ±1 10 673.1

、高区が ± であった。分娩後の平79.0kg 642.5 50.9kg

均体重はいずれの時点でも両区の間に差は認められ

なかった（図 、表 ）。1 3

分娩 週間前の試験開始時の の平均値は標3 BCS

準区が ± 、高区が ± で、 週間後3.65 0.29 3.90 0.14 3

の の平均値は標準区が ± 、高区がBCS 3.60 0.38

± となり、両区とも分娩 週前に スコア3.85 0.13 1 0.05

減少したが、いずれの時点でも両区の間に差はなかっ

た（図 、表 ）。2 3

分娩後 週目の の平均は、標準区が ±1 BCS 3.05

であり、その後 週目に ± まで減少した0.21 4 2.80 0.32

が、以降は試験終了時まで漸増傾向で推移した（図

2 1 BCS 3.20）。一方、高区は分娩後 週目の の平均は
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体重(kg)

BCS

平均値±標準偏差

標準区高区

757.3±81.1

表3　各期間中の平均体重およびBCS 

標準区

778.0±94.1 673.1±79.0

高区

642.5±50.9

泌　乳　期

3.88±0.123.63±0.31 2.92±0.34 2.83±0.34

項　目
乾　乳　後　期

図1 体重の推移 図2 BCSの推移
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± であり、その後６週目に ± まで減少し0.37 2.70 0.41

たが、以降は試験終了時まで漸増傾向で推移した（図

）。分娩後の はいずれの時点でも両区の間に差2 BCS

はなかった（表 ）。3

乾乳後期の乾物摂取量は、標準区が平均 ±11.18

日、高区が ± 日で両区の間に差1.10kg/ 13.19 2.17kg/

は認められなかった。 摂取量は標準区が平均TDN

± 日（充足率 ％）、高区が ±7.67 0.92kg/ 116 9.34

日（充足率 ％）で、設定された 濃度を1.51kg/ 153 TDN

反映して高区が有意に（ < ）多かった。 摂取量p 0.05 CP

1.58 0.17kg/ 1.97は標準区が平均 ± 日、高区が平均

± 日であり差は認められなかった（表 ）。0.27kg/ 4

泌乳期における乾物摂取量は、標準区が平均で

23.62 3.03kg/ TDN 16.58 2.13kg/± 日、 摂取量が ±

日、 摂取量は ± 日であった。また、高CP 3.52 0.45kg/

区は乾物摂取量が ± 日、 摂取量が21.93 3.13kg/ TDN

± 日、 摂取量が ± 日で15.39 2.20kg/ CP 3.26 0.46kg/

あり、両区の間に差はなかった（表 ）。4

乾物摂取量(kg)

TDN摂取量(kg)

TDN充足率(％)

CP摂取量(kg)

*:p<0.05

13.19±2.1711.18±1.10

7.67±0.92

項　目
乾　乳　期 泌　乳　期

表4　各期間中の平均養分摂取量

標準区

3.26±0.46

21.93±3.13

15.39±2.20

90.0±6.4

         9.34±1.51   *

高区

23.62±3.03

高区 標準区

116.7±23.6

1.58±0.17

16.58±2.13

95.1±7.1

3.52±0.45

153.5±36.6

1.97±0.27

図３ 乳量の推移 図４ 乳脂率の推移

図５ 乳蛋白質率の推移 図６ 血中NEFAの推移
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項　目

乳量(kg)

乳脂率(％)

乳蛋白質率（％）

平均値±標準偏差

3.15±0.17 3.11±0.05

4.26±0.23

33.9±6.7 35.0±8.3

4.07±0.65

表5　泌乳成績

標準区 高区 項　目

初回排卵までの日数

初回発情までの日数

初回授精までの日数

受胎までの日数

授精回数

平均値±標準偏差

表6　繁殖成績

1.0±0.0

高区

27.8±13.5

43.2±9.9

85.5±31.8

105.5±27.5

1.6±1.1

標準区

25.6±12.4

48.4±25.5

71.6±13.5

71.6±13.5
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平均日乳量は標準区が平均で ± 日、高33.9 6.7kg/

区が ± 日で両区の間に差はなかった（表35.0 8.3kg/

、図 ）。乳脂率は高区が 、 および 週目に標準5 3 5 7 8

区より低かった（図 ）が、試験期間 週間の平均は、4 10

標準区が ± ％、高区は ± ％で両4.26 0.23 4.07 0.65

区の間に差は無かった。乳蛋白質率は両区とも同様に

推移し（図 ）、試験期間中の平均も標準区が ±5 3.15

％、高区が ± ％と差はなかった（表 ）。0.17 3.11 0.05 5

血中 濃度は期間中、両区の間に有意差は認NEFA

められなかった（図 ）。6

繁殖成績は初回排卵までの日数が標準区で ±25.6

日、高区が ± 日、初回発情までの日数12.4 27.8 13.5

は、標準区が ± 日、高区が ± 日、48.4 25.5 43.2 9.9

初回授精までの日数は標準区が ± 日、高区71.6 13.5

が ± 日、受胎までの日数は標準区が ±85.5 31.8 71.6

、高区が ± 日、授精回数は標準区が13.5 105.5 27.5

± 回、高区が ± 回といずれの項目も両1.0 0.0 1.6 1.1

区の間に差はなかった（表 ）。6

考 察

乾乳後期に飼料エネルギー濃度を高める飼養管理

方法については ら 、 ら の報告がMinor Vandehaar9 10) )

あるが、これらの報告では乾乳後期に飼料エネルギー

濃度を高めると、エネルギー摂取量のほか、乾物摂取

量、体重、 の増加が認められ、血中 濃度がBCS NEFA

減少し、肝臓中の中性脂肪含有量も減少すると述べら

れている。本研究で、高区の 摂取量が標準区よりTDN

日多くなったが、乾物摂取量、体重、 の増1.67kg/ BCS

加および血中 濃度の減少は認められなかった。NEFA

このことは、彼らが乾乳後期に給与した飼料のエネルギ

ー濃度( ～ )より本研究で給与した高区1.61 1.63Mcal/kg

の飼料のエネルギー含量（ ）が低かったた1.60Mcal/kg

めと考えられる。

泌乳成績は高区の乳脂率が分娩 、 および 週5 7 8

目に低かったが、乳量、乳蛋白率に差はなかった。乾

乳後期の高エネルギー飼料給与と泌乳成績について

は、両者の関連性が乏しいことが ら 、 らFlipot Grum3)

、 ＆ 、 ら によっても報告さ5 8 1 0) ) )Johnson Peters Vandehaar

れており、著者らの成績と同様の結果であった。

ら は血中プロジェステロン濃度の測定Vandehaar 10 ）

値と繁殖成績との関連性について検討した結果、乾乳

後期のエネルギー摂取量と繁殖成績との間には関連性

がなかったと報告しており、我々と同様の結果であっ

た。

以上のことから、乾乳後期に日本飼養標準・乳牛の

要求量 ％を給与しても、血中 濃度のTDN 130 NEFA

改善や産乳成績および繁殖成績を向上する効果が認

められなかったことから、現時点では、 の給与水TDN

準は日本飼養標準・乳牛に示されている要求量を確保

すれば特に問題はないと考えられる。
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